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１．わが国の高齢者の状況と課題 

１）健康寿命の延伸 

■わが国は世界に類を見ない高齢社会を迎えようとしています。 

 

平成 25 年度版の高齢白書によると、わが国は近い将来、世界に類を見ない高齢

社会を迎えるとされています。2010 年には高齢者 1 人を 2.5 人の現役世代で支え

ていましたが、2030 年には高齢者 1 人を 1.7 人で支えなければならないことが試

算されています。 

一方、わが国の平均寿命は世界的にもトップクラスであり、20 年以上前から長

寿世界一の座を争って伸び続けています。しかし、日常生活に制限のない期間で

ある「健康寿命」と平均寿命の差を見ると、平均で男性は約 9 年、女性は約 12 年

の差があります。これに対し、近年、健康寿命を延ばすための取り組みが進めら

れています。 

 

  

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
         

 

図 各国の高齢化率の推移＊１ 

 

 

＊1：内閣府「平成 24年度高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況」2013 年 6月 

UN, World Populartion Prospects : The 2012 Revision（2015 年以降は MEDIUM FERTILITY による推計結果） 

ただし日本は、2010 年までは総務省「国勢調査」、2015 年以降は国立社会保障・人口問題研究所 

「日本の将来推計人口（平成 24年１月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果 

＊2：平均寿命（平成 22年）は、厚生労働省「平成 22年完全生命表」、健康寿命（平成 22年）は、 

厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」 
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■加齢とともに高齢者の生活行動は制限されていきます。 

 

健康寿命と平均寿命に約 10 年の差があるということは、日常生活に支障がある

不健康な期間を過ごしている高齢者が数多くいるということです。 

そもそも、加齢が進むと人々の生活はどのように変わっていくのでしょうか。 

「高齢社会における安定した地域居住に関する生活行動実態調査＊3（以下、「高

齢者生活実態調査」）によると、加齢が進むと仕事を持っている人の割合が減った

り、健康状況の変化などにより社会との関わりが弱くなる人が増えます。75 歳を

過ぎると自ら自動車を運転する人も減っていきます。結果として、男女とも加齢

とともに外出する頻度や活動範囲が狭まっていく傾向がみられました。また、高

齢になっても元気に活動し、健康的に過ごしている人と引きこもりがちの人では

生活満足度に差が生じています。 
 

＊3：平成 23-24 年度に建築研究所が４自治体との共同で実施。詳しくは、『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実

態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月)参照のこと。 
http://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/data/158/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高齢者の生活行動の特性 

出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月）
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■外出行動による心身の刺激が健康寿命を延ばすことにつながります。 

 

高齢者の生活の質を考える上で、年齢を重ねても住み慣れた地域でできるだけ

長く元気に自立して暮らしていけることは大切なことです。 

健康寿命は適切な生活習慣と食事、運動などを続けることで延ばすことができ

ると考えられています。その実現のためには、高齢者自身の「こころ」と「から

だ」の両面への働きかけが必要です。一般に、体力や感覚機能は、加齢とともに

低下が進むことは避けられませんが、運動や食生活、健康管理などを続けている

と、その低下を抑制することができます。また、人との交流があり、生活に張り

や生きがいがあれば、こころも健康に暮らすことができます。 

高齢者にとって「外出する」という行動は、身体的には運動量の確保につなが

るほか、精神的には、日の光を浴び、季節の風に触れ、様々な人との交流が生ま

れることから、心身の健康に良い刺激をもたらします。 

現に、高齢者生活実態調査では、外出頻度が高い層では「年相応の体力がある」

という認識が高く、「同居家族以外と直接会って話す機会」が多い傾向がみられま

した。このような回答層では「生活の総合的な満足感」も高くなる傾向がありま

す。 

こうした関連性をうまく作り出すためには、個々の高齢者への働きかけを行う

とともに、高齢者が外出しやすい環境を作り出していくことが必要です。また、

そうした環境づくりの活動を高齢者の社会参加の機会と捉えて取り組んでいくこ

とで、健康寿命へのさらなる働きかけが生まれてくるものと考えられます。 

 

図 外出行動と健康寿命の関連  
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■介護予防事業との連携により、まちづくりを進めることが大切です。 

 

日常生活に制限が生じてきた高齢者を支える仕組みとしては、2000 年に発足し

た介護保険制度があります。この制度により、高齢者支援を社会保障の枠組みの

中で行うことが定着してきました。しかし、急激な介護サービス利用の増加によ

る財政負担の増大によって、従来型の施設利用を中心とした対応だけでは限界が

生じたことから、2006 年の制度改正以降、介護を必要とする状態になることを防

ぐ「介護予防」の考えが重要視されるようになってきました。 

介護予防の事業としては、要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者が対象と

なる二次予防と、活動的な状態にある高齢者が生きがいをもってできるだけ長く

地域で自立した生活を送ることができるよう支援する一次予防があります。この

うち一次予防では、生活機能の維持・向上に向けた取り組みが行われ、とりわけ

高齢者の精神・身体・社会における活動性を維持・向上させることが重要とされ

ています。そのためには、地域の高齢者が日常生活の中で継続して外出し、参加

できるような交流の場や機会を様々な関係者とともにつくり出していくことが必

要とされています。 

介護予防事業における「高齢者が継続して参加できるような場や機会」づくり

を活性化させるためには、高齢者が外出しやすい場所や施設づくりといったまち

づくりの視点から環境づくりを進めることも大切です。その実現には、介護予防

事業と連携しながらまちづくりを進めていくことが効果的です。 

 

 

 図 介護予防事業における高齢者の分類  

出典:『介護予防マニュアル改訂版』厚生労働省 介護予防マニュアル改定委員会（2012 年 3 月） 

（一部加筆） 
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２）高齢者の生活を支える地域生活環境 

高齢者がそれぞれの地域で生活し続けることができるような環境を「地域生活

環境」と捉えたとき、これが高齢者にとって日常的に外出する機会を得やすい状

況にあることが大切です。 

ここでは、加齢が進んでも住み慣れた地域で元気に自立して暮らすための地域

環境づくりについて、高齢者生活実態調査により得られた高齢者の外出行動の特

性を踏まえ、「日常的な買い物の場」「気軽に出かけられる居場所」「社会参加の機

会」「安全で安心できる地域生活環境」の４つの視点から現況と課題を整理します。 

 

 

① 日常的な買い物の場 

 

■買い物は高齢者の心身の健康にとって重要な行動です。 

 

高齢者が外出する機会としては、食料品や日用品の買い物、病院や医院への通

院、福祉施設等への通所、趣味のための外出等が考えられます。このうち、最も

日常的な外出頻度が高いのが食料品等の買い物です。 

高齢者生活実態調査から、まず、食料品等の買い物頻度と高齢者の健康状況の

関係を見ると、毎日買い物に行く人と比べて週 1 日以下しか買い物に行かない人

は栄養バランスが悪かったり、3 食食べていなかったりする割合が高くなる傾向が

あります。 

また、毎日買い物に行くことで、無理のない運動量が確保されている様子もう

かがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月） 

  

《毎日買い物に行く人》
（ｎ=1290）

３食食べない日がある→10％

栄養バランスが悪い→8％ 

《買い物が週１日以下の人》
（ｎ=192）

３食食べない日がある→22％ 

栄養バランスが悪い→18％ 
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■中心部では徒歩、郊外部では自家用車での買い物が多くなっています。 

 

買い物行動は、地区の立地状況により変化する面もあります。 

賑やかな商店街に近い中心部の地区では、徒歩で買い物に出かける人が多いの

に対し、郊外部では自家用車が主要な交通手段となる傾向があります。 

また、食料品店までの交通手段を年代別に見ると、年代が上がるにつれて自分

で運転する自動車の割合が下がり、徒歩の割合が上がる傾向にあります。 

これらのことを合わせてみると、郊外部の後期高齢者にとって、住み慣れた地

域で住み続けるために、車の運転から離れた時でも安心して買い物に出かけられ

る環境にあるかどうかが問題になると言えます。 

 

 

 

 図 地域特性別に見た買い物場所への交通手段 

 

 

   図 年代別の買い物場所への交通手段 

 

出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月）
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■日常的な買い物が困難な高齢者の増加が懸念されています。 

 

営利企業である店舗は、採算性が低いと必然的に成り立ちません。 

モータリゼーションの進展や人口減少とともに縮小化する都市圏の郊外都市や

地方都市の多くでは、中心市街地や高齢化が進む住宅団地内の身近な商店街等が

空洞化する一方で、地価が安く売り場面積を比較的大きく取りやすい幹線道路沿

いにロードサイド型の店舗が立地することが多くなっていきました。 

こうした店舗の中には、より自動車の便利な立地に、広い商圏を想定した大規

模ショッピングセンター等として計画されるものもあります。新たに魅力的な施

設ができると、ますます既存の店舗の採算性が成立しにくくなる場合があります。 

自家用車を運転できるうちは、店舗が遠くても日常的な買い物に困ることはあ

りませんが、車を運転できなくなった高齢者にとっては、身近なスーパーマーケ

ットの閉店や商店街の機能低下により、買い物に困るおそれがあります。こうし

た市街地では、子世帯や近隣、友人たちからの支援も得られないまま、栄養状態

が悪化し、社会から孤立する高齢者が増加していくことが懸念されます。 

 

図 食料品スーパーの立地と高齢者人口分布（新潟市） 

  

※上記の地図は、新潟市の i タウンページでスーパーマーケットとして登録されていた

店舗（2011 年）を起点に、道路距離帯別に色分けしたものと、65 歳以上人口比率（H22
国勢調査）を町丁目別に表示したものです。市中心部は店舗から概ね 1200m までの

範囲で覆われていますが、郊外では店舗が幹線道路沿いに集中し、店舗までの距離が

1200m を超える範囲が広がっています。また、そのような範囲で高齢化率が高い町

丁目もみられることから、買い物が困難な高齢者の存在が懸念されます 
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② 気軽に出かけられる「居場所」 

 

■「居場所」があると外出頻度や会話頻度が高くなります。 

 

高齢者にとって、予定がなくても気軽

に出かけられる「居場所」があるという

ことは外出動機の一つになるとともに、

居場所の種類によっては、そこでのいろ

いろな活動に参加したり、人間関係をつ

くることで、孤立化を防止する効果など

が期待できます。 

 

居場所の有無が高齢者の生活行動と意

識にどのような影響を与えているか、高

齢者生活実態調査からみると、主観的健

康感の程度が同じでも居場所がある人は、

ない人と比べると外出頻度の高い人が多

く、同居家族以外との会話の頻度も高い

傾向があります。 

 

具体的な居場所としては、店舗・商店

街、公共公益施設、公園・自然地などで

あり、眺望が良かったり、賑わいがある

など、心地よい空間が選ばれていました。

よく利用されている場所は男女で傾向に

差があり、女性は店舗・商店街などが多

く、男性は公園や図書館などの公共施設

を利用する傾向がありました。それぞれ、

自宅に近いことが大切であり、概ね徒歩

15 分以内にあるところがよく利用され

ているようです。 

 

 

 

 

 

図 具体的な居場所と利用理由 

出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月） 

  

図 外出頻度が週１日以下の割合

（主観的健康感別） 

図 家族以外との会話が月１回以下の割合（主

観的健康感別） 
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③ 社会参加の機会 

 

■地域活動に参加していると外出頻度や会話頻度が高くなります。 

 

高齢者にとって地域活動やボランテ

ィア活動（以下「地域活動等」）に参加

するということは、年齢によらず社会と

つながり、役割を担おうとしている意識

の表れといえます。地域活動等への参加

は、高齢者の生活の質を構成する大切な

要素です。 

 

地域活動等への参加状況を高齢者生

活実態調査からみると、現に活動に参加

しているのは 3 割程度です。こうした

活動に興味を持てない人たちも同程度

います。主観的健康感の程度が同じでも

地域活動等に参加している方は外出頻

度が高い傾向があります。また、「家族

以外との会話が月 1 回以下」となる割

合も少なくなっています。 

 

ちなみに参加している地域活動等の

内容を確認したところ、高齢者支援やス

ポーツ・文化・芸術・学術関連活動に次

いで、まちづくりの活動などが上位に上

がりました。このうち、高齢者に関する

活動は女性が多く、まちづくりの活動に

は男性が多いなどの特徴があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月） 
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④ 安全で安心できる地域環境 

 

■生活環境に対する満足度は地域の防犯・防災等の安全性に影響されます。 

 

高齢者にとっての地域生活環境

の満足度はどのような要素で成り

立っているのでしょうか。 

高齢者生活実態調査から、地域

の生活環境に対する「総合満足度」

とテーマ別の満足度との関係性を

確認したところ、最も関連が強いの

は「防犯のための地域の取り組み」

と「治安の良さ」であり、「防災の

ための地域の取り組み」が続きます。

つまり、高齢者の生活環境に対する

満足度を高めるためには、地域の防

犯・防災のための取り組みから始め

ることが効果的だといえます。 

 

また、交通安全満足度と外出頻

度の関係をみると、不満を持ってい

る場合ほど外出が週１日以下の割

合が高くなります。治安満足度につ

いても同様の結果が得られました。 

 

このことから、年代に関係なく、

交通安全や治安に対する満足度が

低い人はそうでない人よりも閉じ

こもりがちであることがうかがえ

ます。したがって、高齢者の外出を

促進するために、交通安全や治安の

満足度が上がるような取り組みを

進めることが大切です。 

 

 

 

 
出典：『高齢者の安定した地域居住に関する生活行動実態調査報告』建築研究資料 158 号（2014 年 4 月） 
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２．高齢者が生き生きと暮らせるまちづくりの考え方 

 

１）高齢者が生き生きと暮らせるまちづくりとは？ 

これまでの検討を踏まえると、高齢者が外出しやすい環境のためには、高齢に

なっても行動しやすい、身近な地域内でのきめ細かなまちづくりが求められます。

本資料では、そうしたまちづくりを「高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり」

と呼び、次のように定義します。 

 

「高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり」とは、 

地域の特性に応じて、 

高齢者がそれぞれの地域で 

こころもからだも健康に暮らし続けることが 

できるまちづくり  

のことをいいます。 

  

○「地域の特性」とは、公共施設や商業施設の集積状況、地域住民の構成や地域資源、

交通網など、高齢者の生活行動に影響を及ぼし得る要素のことをいいます。 

○高齢者が「こころもからだも健康に暮らし続ける」ための施策として、個人個人を

対象とする取り組みには介護保険事業として行う部分がありますので、まちづくり

施策と福祉施策を連携させながら進める必要があります。 

○具体的には、元気な高齢者の外出行動を支える仕組みづくりや外出行動を妨げてい

る要因を改善していくことなどが挙げられます。 

○このため、ここでいう「まちづくり」には、ハード面だけでなく、人と人のつなが

りを生み出すようなソフト面の取り組みも含むこととします。 
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２）地域特性に応じたまちづくりの方向性 

「高齢者が生き生きと暮らせるまちづくり」として考えられる具体的なまちづくりの方向

性を、前節で整理した次の 4 つの視点ごとに、「対応が必要となる地域像」とこれに応じた「活

動の展開方向（例）」として示します。 

 

①  日常の買い物を支える取り組み 

・日常生活の中で特に重要と考えられる買い物に困難が伴う地域では、高齢者の日常

の買い物を支える次のような取り組みを検討していくことが考えられます。 

 

②  外出したくなる居場所づくり 

・必需的な用事以外にも外出する機会が増えるよう、気軽に立ち寄れる外出先として

の「居場所」づくりや、趣味・健康活動などを行うことができる公共施設の活用な

ど、地域の資源と特徴を生かした取り組みを進めていくことが考えられます。 
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③  身近な地域活動の機会創出 

・身近な地域活動は、高齢者が社会とのつながりや社会における役割を持つ良い機会

となります。社会や地域に役割を持つことで、外出機会や交流機会が増え、心身の

健康が増進すると考えられます。 

・既にコミュニティが形成されて地域活動も活発な地域と、これまであまり積極的な

活動をしてこなかった地域では、取り組むべき地域活動の具体的な内容が異なって

きます。 

 

 
 

④  外出を阻害する不安要因の改善 

・①～③で示したような様々なまちづくり活動を行ったとしても、外出への不安が高

い地域では、外出が促進されにくいと考えられます。このため、高齢者の外出意欲

を阻害する要因を改善し、安全に安心して街の中を歩ける環境を整える取り組みを

進めることが考えられます。 
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コラム まちづくり活動と介護予防について 

 

 

  

  ●食べる・歩く・社会参加のまちづくり  

高齢者の健康増進・虚弱予防の取り組みとして、栄養バランスの良い食事をし、

適度な運動を行うことが重要だと言われています。特にこれからは虚弱予防が重要で

す。虚弱化の例をあげると栄養が偏ることで筋肉が減り、転びやすくなります。転び

やすくなると外出が減ってさらに筋力が落ちる、これが虚弱化の悪循環の構造です。

現在の趨勢のままこのような高齢者が増えれば、介護需要や入院需要が増加し、施設

整備面・人的資源面・財政面から対応が困難になることは明らかです。それゆえ健康

づくり活動や介護予防、さらには未病段階でのケアに注目が集まりつつあるのです。 

もちろん栄養ある食事を食べ、一人黙々と散歩をしていても健康にはなれません。

高齢者は孤立化し引きこもると、心身ともに弱ることがわかっています。高齢者が要

介護にならないようサポートするためには、「食べる」・「歩く」に加えて、「社会参加」

の拡充も重要となります。 

健康づくりのキーワードである「食べる」「歩く」「社会参加」を、まちづくりの

観点から考えてみます。すなわち、住宅や街がバリアフリーで店舗や医院があるだけ

では一人暮らし高齢者は健康に生きていくことはできません。高齢者の心身の健康維

持のためには、家の外に出て、体を動かし、人と交流し、楽しむことが必要なのです。

そのためには、家の外に出て楽しい「まち」と「仲間」があることが必要です。「戸

外活動」「社会的包摂」「社会参加」の機会を保障するコミュニティの社会的空間的環

境が重要となります。 

 

●臨機応変に多様な展開を 

東京大学高齢社会総合研究機構では、全国における住民主導のコミュニティケア

の事例を収集したところ、住民側の課題認識は、①高齢者支援、②コミュニティづく

り、③疾病の対応・予防、④防犯・防災の４つのグループに分類できました。地域包

括ケアの枠組みでありながら、疾病への対応だけでなく、居場所づくりなども含む幅

広い課題があることがわかります。また、課題に対応するための活動は、「生活支援」

「交流・自己実現」「安心」「見守り」「健康・医療・介護サポート」の５つに分けら

れました。ここでも福祉的な健康づくり活動だけでなく、まちづくりと親和性の高い

幅広い内容が多く含まれていることがわかります。（次図参照） 
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健康づくりや介護予防が、従来の福祉

の枠組みに押し込められる時代はもう

終わりではないでしょうか。例えば、計

画づくりやまちづくり協議会に参加し、

まち歩きをして、喧々諤々議論をしなが

ら、仲間と夕食や晩酌を楽しむ。まちづ

くりの現場でよく見る風景は、まさに

「歩く」・「食べる」・「社会参加」です。

住民主体によるまちづくりそのものが、

コミュニティでの健康づくり・介護予防

でもあるのです。 

厚生労働省は介護保険制度の改正にあたり、要支援１・２を、市町村独自の工夫

により運営ができる地域支援事業へと移行させることを決めています。下記の厚生労

働省が作成した図でもコミュニティカフェの運営など、地域の高齢者自身がまちづく

りの担い手となることを想定しています。これからのまちづくりは「都市部局」だけ

ではなく、福祉部局の例えば介護保険のような制度的資金も活用し、住民主体のまち

づくりを総合的に進めていくことが、地域社会を豊かにするうえで重要なことになり

ます。 

 

出典：厚生労働省「生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加」 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-hou
katsu/dl/link5.pdf 

（文：後藤 純） 



 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




